





















































































































































































































































































































































































































































































紀南製糸所 和歌山県日高郡湯川村 春期 40％ 40％ 20％
夏秋期 8 0 17
姫路製糸所 兵庫県姫路市北條町 春期 8 14 0
夏秋期  14 50
上井製糸所 鳥取県東伯郡日下村 春期  5 2
夏秋期 100 0 0
備作製糸
株式会社
岡山工場 岡山県岡山市上伊福 春期 8 54 8
夏秋期 52  15
作州工場 岡山県真庭郡落合町 春期 22 0 78
夏秋期 － － －
片倉江津製糸株式会社 島根県伊賀郡江津町 春期 42 58 0
夏秋期 7 27 0
松江片倉製糸株式会社 島根県松江市東朝日町 春期 40 0 0
夏秋期 82 0 18
鴨島製糸所 徳島県麻植郡鴨島町 春期 18  49
夏秋期 50 19 1
高知製糸所 高知県高知市旭町 春期 5 44 0
夏秋期 40 51 9
高岡製糸所 高知県高岡郡越知町 春期 4 57 0
佐越生糸株式会社 高知県高岡郡佐川町 春期 28 14 58








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































立子山　 〃 　〃　立子山村當堂前 1 　　〃　４月 立子山村第一区一円 1 〃




長　岡　 〃 　〃　長岡村田町 51 　　〃　 〃 長岡村田町、河原町 12 〃
大　枝　 〃 　〃　大枝村東大枝南町９ 　　〃　 〃 大枝村東大枝一円 5 〃
小　坂　 〃 　〃　小坂村小坂 7 　　〃　 〃 小坂村大字小坂一円 11 〃




小綱木　 〃 　〃　小綱木村芹ノ沢 0 　　〃　 〃 小綱木村芹ノ沢一円 2 〃
中　山　 〃 安達郡高川村中山 82 　　〃　 〃 高川村中山宿一円 10 〃
三　代　 〃 安積郡三代村御代 1,20 　　〃　４月 三代村御代一円 21 〃




円　部　 〃 　〃　　〃　円部 19 　　〃　 〃 中野村円部一円 11 〃
水　保　 〃 　〃　水保村土船地武内２ 　　〃　 〃 水保村土船一円 19 〃
余　目　 〃 　〃　余目村南矢野目高山 1 　　〃　 〃 余目村南矢野目一円 8 〃










腰ノ浜　 〃 　〃　腰ノ浜雷下８ 　　〃　 〃 福島市五老内東南宿  〃








赤　沼　 〃 　〃　小野新町小野赤沼 48 　　〃　 〃 小野新町小野赤沼一円 7 〃

























































仙台製糸所 宮城県仙台市東八幡町 春期 ％ 1％ ％
夏秋期 90 10 0
岩代製糸所 福島県郡山市原田 春期 77 2 0
夏秋期 8 2 0
片倉磐城製糸株式会社 福島県石城郡半町 春期 4  0
夏秋期 88 12 0
両羽製糸所 山形県東置賜郡高畠町 春期 7 19 8
夏秋期 7 0 24
盛岡製糸所 岩手県盛岡市下厨川 春期  1 









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































488,908蛾（ 普 通 蚕 種 ）、1928（ 昭 和 ） 年
48,70蛾（普通蚕種）であった（農商務省農
務局編『大正十二年二月　蚕種製造ヲ為ス会社
組合其ノ他ノ団体ニ関スル調査』47頁、農林
省蚕糸局編『昭和五年二月　蚕種製造ヲ為ス会
社、組合其ノ他ノ団体調』14頁）。株主80人
～00人。蚕種製造分場1 ヶ所、蚕児飼育分場
20 ヶ所（昭和年）。
（122）前掲『岩手蚕糸業史』190頁。早坂啓造
「地域繭流通機構の再編過程」（『アルテス・リ
ベラレス』岩手大学人文社会科学部紀要、第
54号、1994年）14頁。
（12）『昭和五年度　重要事項記録　片倉製糸紡
績会社庶務課』。以下同。
（124）佐々木鈴一（岩手県技師）「岩手県是製糸
株式会社と特約養蚕組合」（『大日本蚕糸会報』
41号、190年）8頁。
（125）前掲「全国蚕種製造家番附」各年度。
（12）前掲松村　敏『戦間期日本蚕糸業史研究』
21頁。蚕種連盟加入の蚕種家の持株数は、50
株以上であった。
（127）『昭和二年度　重要事項記録　片倉製糸紡
績会社庶務課』。
（128）「養蚕組合・同組合外購繭成績比較」（『自
大正十三年至昭和三年　所長会議関係雑書類　
片倉製糸紡績会社庶務課』）。
（129）『昭和四年度　重要記録　片倉製糸紡績会
社』。
（10）『昭和五年自二月十五日至二月十八日　所
長会議記録　片倉製糸紡績会社庶務課』。以下
同。
（11）拙稿「片倉製糸の東日本における貨物自動
車輸送」（『社会科学年報』第40号、200年）
15頁。
（12）『昭和五年度　重要事項記録　片倉製糸紡
績会社庶務課』。
（1）前掲『片倉製糸紡績会社二十年誌』20～
22頁。
（14）『昭和十年二月　所長会議記録　庶務課』。
（15）農林省蚕糸局編『昭和六年　生糸製造者及
生糸製造者ノ委託ニ依リテ為シタル蚕種製造者
ノ蚕種製造状況ニ関スル調査』。
（1）『昭和五年版　蚕糸統計年鑑』蚕糸業同業
組合中央会、190年、4～5頁、40～4頁。
（17）『昭和六年度　重要事項記録　片倉製糸紡
績株式会社庶務課』。以下同。同年、高田工場
の生産生糸は、80％が白繭糸（白14中）であり、
千廏工場では入荷繭量の82％が白繭であった。
（18）『昭和十二年二月　工場長会議記録　庶務
課』。以下同。
（19）前掲『岩手県蚕糸業史』21頁。
